
（大阪府）

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に 

よ
る「
ま
ち
そ
だ
て
」の
底
力

　

大
阪
府
中
央
部
の
南
側
、
大
和
川
の
左
岸
に
位
置

し
て
、
周
囲
を
二
つ
の
政
令
市（
大
阪
市
、
堺
市
）と

羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
、
八
尾
市
の
五
つ
の
都
市
に

囲
ま
れ
る
松
原
市
は
、
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
２
月

１
日
、
中
河
内
郡
松
原
町
・
天
美
町
・
布
忍
村
・
恵

我
村
・
三
宅
村
の
２
町
３
村
の
合
併
に
よ
り
、
新
生
・

松
原
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。
来
年
（
令
和

７
／
２
０
２
５
年
）
２
月
１
日
に
は
、
市
制
施
行
70

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

　

松
原
市
は
合
併
後
も
隣
接
す
る
ま
ち
の
一
部
地

区
編
入
や
市
域
一
部
地
区
の
他
市
へ
の
編
入
な
ど

を
経
て
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
現
在
の
市
域

（
16
・
66
㎢
）
を
確
定
し
て
い
る
。
市
域
で
最
も
標

高
の
高
い
場
所
が
、《
河
内
大
塚
山
古
墳
》（
全
国

第
５
位
の
規
模
を
誇
る
前
方
後
円
墳
、
伝
６
世
紀

築
造
）
の
後
円
部
頂
上
（
20
ｍ
）
と
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
全
体
に
は
緩
斜
面
に
覆
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
市
域
の
平
均
的
な
な
だ
ら
か
さ
は
、
松
原
市

の
地
勢
の
大
き
な
特
徴
だ
。

　

土
地
の
な
だ
ら
か
さ
は
都
市
農
業
に
適
し
て
お

り
、
１
９
７
０
年
代
以
降
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
急
成
長
し
た
松
原
市
は
、
難
波
葱
、
小
松
菜
、

一
寸
そ
ら
ま
め
、
枝
豆
な
ど
の
名
産
地
と
し
て
も

知
ら
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

市
制
施
行
時
に

３
万
６
２
５
８
人
だ
っ

た
人
口
は
、
昭
和
60（
１
９
８
５
）年

の
13
万
６
３
８
８
人
を
ピ
ー
ク
に
、
現
在
ま
で
漸

減
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
人
口
予
測
で
は
、
令
和
22

（
２
０
４
０
）
年
に
９
万
人
を
切
る
と
さ
れ
る
。
だ

が
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
と
す
る
、

近
年
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
、
地
域
活

性
化
事
業
な
ど
が
奏
功
。
松
原
市
で
は
、
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
度
・
５
（
２
０
２
３
）
年
度
と
「
転

市 政 ル ポ 松
ま つ ば ら

原市

降雨量の少ない大阪府下は古来「ため池の宝庫」だった。松原市内にも
昭和初期には100以上あり、現在も44カ所が確認されている（海泉池）

澤
さわい

井宏
ひろふみ

文
松原市長

奈良県から大阪府を経て大阪湾にそそぐ大和川。対岸には大阪市や八
尾市があり、市境を成している 内

発
的
市
民
協
働
だ
け
が
実
現
す
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
市
民
主
体
の「
ま
ち
そ
だ
て
」
SEPTEMBER 2024 市政 14



入
超
過
現
象
」（
特
に
子
育
て
世
代
・
働
き
盛
り
世

代
）
が
続
い
て
い
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
総
人
口

の
増
加
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
本
年
度
も

引
き
続
き
、
転
入
超
過
の
維
持
が
期
待
さ
れ
て
い

る（
本
年
６
月
末
の
人
口
は
11
万
６
３
８
３
人
）。

　

折
し
も
、
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
と
な
る
令

和
７
年
は
「
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
（
以
下
、

大
阪
・
関
西
万
博
）」
の
開
催
年
で
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
澤
井
宏
文
松
原
市
長
は
、
令
和
５
年
６
月
に

「
万
博
首
長
連
合
」（
本
年
７
月
現
在
で
全
国
47
都

道
府
県
６
６
４
市
区
町
村
が
参
加
）
の
新
会
長
に

も
就
任
。
大
阪
・
関
西
万
博
を
盛
り
上
げ
る
全
国

の
自
治
体
、
お
よ
び
地
元
自
治
体
の
代
表
（
顔
）
と

し
て
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
も
転
入
超
過
が
続
け
ば
、
そ
の
勢
い
の
ま

ま
に
、
国
内
外
か
ら
多
数
の
交
流
人
口
が
訪
れ
る
こ

と
が
確
実
な
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
幕
を
迎
え
る
こ

と
に
も
な
る
。
人
口
減
少
の
抑
制
を
含
め
た
各
種
の

波
及
効
果
が
、
よ
り
一
層
に
期
待
さ
れ
る
。

　

市
制
施
行
70
周
年
と
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
澤

井
市
長
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て

触
れ
る
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、

松
原
市
で
進
め
ら
れ
て
い
る
近
年
の
積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
の
原
動
力
は
、

澤
井
市
長
（
本
年
で
４
期
16
年
目
）
が
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
５
月
、
38
歳
の
若
さ
で
就
任
し
た

直
後
か
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
に
、
お

の
ず
と
帰
結
し
て
く
る
。「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
国
際
認
証
の
取
得
と
、
そ
の
維
持
を
軸
と

す
る
、
多
角
的
な
市
民
協
働
事
業
の
展
開
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥
の
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
が
原
点
だ
。
現
在
は「
国
際
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
認
証
セ
ン
タ
ー
」
が
管
轄
し
、
審
査
・
認

証
の
基
準
な
ど
も
管
理
し
て
い
る
。
運
動
と
し
て

は
１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
世
界
中

に
広
ま
り
、
認
証
制
度
は
１
９
８
９
年
か
ら
始

ま
っ
た
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は「
け
が
」や「
事
故
」な

ど
、
日
常
生
活
の
中
に
潜
ん
で
、
市
民
や
地
域
の

多
様
な
意
味
で
の
「
健
康
」
を
阻
害
す
る
各
種
要
因

を
、
市
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
「
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
協
働
の
共
通
認
識
）
を
基
盤
に
、
多

角
的
に
予
防
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
活
動
を
指
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
開
始
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
治

体
首
長
が
、
事
前
に
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
申
し

入
れ
を
行
い
、
そ
の
旨
（
意
思
）
を
公
式
に
宣
言
す

る
こ
と
が
必
須
項
目
と
な
る
。
取
り
組
み
内
容
は
、

Ｓ
Ｃ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
提
示
す
る
世
界
共
通
の
指

標
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
を
推
進
す
る
こ
と

で
結
果
的
に
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
有
の
課
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
る
こ
と
は
各
地
の

事
例
に
端
的
に
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
認
証

制
度
へ
の
取
り
組
み
の
妙
味
と
い
え
る
。

　

か
く
し
て
現
在
で
は
、
松
原
市
を
含
む
世
界

４
３
０
以
上
の
都
市
が
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

国
際
認
証
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
校
・
大
学
を
通
じ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

主
将
を
務
め
た
経
歴
を
持
ち
、
身
長
は
１
８
８
㎝
、

活
力
み
な
ぎ
る
雰
囲
気
が
印
象
的
な
澤
井
市
長

は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、

熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

なだらかな土地を活用して栽培される各種の地場産野菜は、農産物
直売所やスーパーなどの「地産地消推奨店」で販売されている

6世紀の築造とされる河内大塚山古墳。被葬者は不明だが大和王権の
大王（後の天皇）の一人と推測されている

松原市

大阪市

15 市政 SEPTEMBER 2024



セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
で
き
る
ま
で
と

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
成
果

　
「
松
原
市
で
は
私
が
市
長
に
就
任
し
た
翌
年
（
平

成
22
／
２
０
１
０
年
）
か
ら
準
備
を
始
め
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
５
月
か
ら
本
格
的
な
取
り
組
み
に

着
手
し
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
11
月
16
日
に
最

初
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
阪
府
で

は
初
の
事
例
で
、
国
内
で
は
８
番
目
、
世
界
で
は

３
２
３
番
目
の
事
例
で
し
た
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
は
５
年
ご
と

に
検
証
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
認
証
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、

松
原
市
で
は
平
成
30（
２
０
１
８
）年
11
月
に『
再
認

証
』を
、
令
和
５
年
11
月
に
は『
再
々
認
証
』を
そ
れ

ぞ
れ
取
得
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
は
、
４
度

目
の
認
証
（
令
和
10
／
２
０
２
８
年
）
に
向
け
た
、

新
た
な
取
り
組
み
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
流
れ
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
持
続
し
て
い
る
現
状
は
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
常
に
願
う
市
民
の
皆
さ
ん

の
継
続
的
な
努
力
と
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
行
政

の
努
力
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
大
き
な
成
果
と
い
え

ま
す
。
中
で
も
こ
の
活
動
で
大
切
な
《
肝
》
は
、
国

際
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ

る『
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は「
ま
ち
づ
く
り
」か
ら

「
ま
ち
そ
だ
て
」へ
』と
い
う
精
神
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

行
政
が
主
導
し
て
市
民
が
従
う
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市

民
を
主
体
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
、
内
発
的

に
湧
き
上
が
っ
て
く
る
『
ま
ち
そ
だ
て
』
へ
の
思
い

は
、
永
遠
の
運
動
体
と
も
い
う
べ
き
、
無
限
の
『
地

域
力
』
を
醸
成
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
地

域
力
が
自
然
に
、
か
つ
総
合
的
に
高
め
ら
れ
て
い

く
の
で
す
。

　

人
口
減
少
は
日
本
全
体
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、

そ
れ
は
あ
る
種
、
避
け
よ
う
の
な
い
波
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
も
な
お

元
気
で
、
安
心
・
安
全
か
つ
持
続
可
能
な
地
域
、

そ
こ
で
子
育
て
を
し
た
い
と
若
い
人
た
ち
が
思
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
地
域
を
実
現
す
る
原
動
力
は
、

市
民
の
間
に
自
然
に
培
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
愛
着
の
強
さ
に
比
例
す
る
は
ず
で
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
こ
そ
は
、

ま
さ
に
そ
れ
を
醸
成
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
手

法
だ
と
、
私
は
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
れ
ば
続
け

る
ほ
ど
、
心
か
ら
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

一
般
社
団
法
人
日
本
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
機
構
が
公
表
し
て
い
る
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
指
標
」
で
は
、
地
方
自
治
体
の
行
政
体
制
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
動
・
融
合
し
た
「
分
野
横
断
的
な

組
織
」
に
よ
る
取
り
組
み
こ
そ
が
、「
持
続
的
な
傷

害
予
防
や
安
全
向
上
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
取
り
組
み
を
よ
り
有
効
た
ら

し
め
る
に
は
、
問
題
把
握
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
、
予
防
対
策
立
案
の
た
め
の
詳
細
な
調
査
お
よ

び
絶
え
ざ
る
検
証
が
必
要
な
こ
と
。
傷
害
予
防
・

安
全
性
向
上
の
好
事
例
を
ベ
ー
ス
に
、
全
て
の
性

別
・
年
齢
・
環
境
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
が
重

要
な
こ
と
。
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
社

会
的
弱
者
」
や
、
そ
う
し
た
人
々
を
取
り
囲
む
、
全 松原市のコミュニティバス「ぐるりん号」

セーフコミュニティ認証に必要な検証は、指標ごとにさまざまな形で行
われる（検証に備えて実施された事前指導会の模様）
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松原市　市 政 ル ポ

（大阪府）

て
の
環
境
に
つ
い
て
の
目
配
り
も
不
可
欠
な
こ
と
。

自
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
や
事
例
を
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
国
内
外
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
共
有
す
る
こ
と

―
な
ど
が
必
須
項
目
で

あ
り
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証
の
「
条
件
」
と

な
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
一
般
社
団

法
人
日
本
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
機
構
公
式

サ
イ
ト
よ
り
）。

　

実
際
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を

開
始
し
て
以
降
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
、
松
原

市
に
お
け
る
数
々
の
「
実
績
」
は
、
そ
の
効
果
を
端

的
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
「
０
歳
～
18
歳
ま
で
の
救
急
搬
送
件
数
」

は
、
取
り
組
み
開
始
直
後
の
平
成
23
年
の
「
年
間

３
１
１
件
」が
、
令
和
４
年
に
は「
２
４
１
件
」と
な

り
22
・
５
％
減
少
し
て
い
る
。
同
様
に
、
交
通
事
故

件
数
は「
７
３
３
件
→
３
９
７
件（
45
・
８
％
減
少
）」、

自
転
車
事
故
件
数
は「
２
３
８
件
→
１
４
７
件（
38
・

２
％
減
少
）」、
刑
法
犯
認
知
件
数
は
「
２
７
５
２
件

→
９
３
９
件
（
65
・
９
％
減
少
）」、
街
頭
犯
罪
認
知

件
数
は
「
１
３
７
２
件
→
４
３
５
件
（
68
・
３
％
減

少
）」と
、
劇
的
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
市

民
の
社
会
参
画
へ
の
意
欲
も
自
然
に
高
ま
る
。「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
延
べ
受
講
者
数
」
が

平
成
23
年
の
「
９
３
８
人
」
か
ら
令
和
４
年
ま
で
に

「
１
万
１
６
６
４
人
」
へ
と
12
・
４
倍
の
伸
び
を
示

し
て
い
る
こ
と
。「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の

延
べ
受
講
者
数
」が「
１
０
４
名
→
２
７
８
０
名
」へ

と
、
26
・
７
倍
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど

は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
意
欲
の
高
ま
り
の
た
ま
も

の
だ
ろ
う
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
、
数
々
の
成
果
の
背
景
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
成
す
る
市
民
や
各
種
団
体
の
代
表
、
有
識
者

な
ど
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
『
子
ど
も
の
安
全
対
策

委
員
会
』『
高
齢
者
の
安
全
対
策
委
員
会
』『
交
通
安

全
対
策
委
員
会
』『
犯
罪
の
防
止
対
策
委
員
会
』『
自

殺
予
防
対
策
委
員
会
』『
災
害
時
の
安
全
対
策
委
員

会
』
な
ど
を
軸
と
す
る
、
広
範
囲
に
わ
た
る
、
地
道

で
継
続
的
な
活
動
が
あ
り
ま
す
」と
澤
井
市
長
。

　

そ
の
各
委
員
会
の
代
表
的
な
取
り
組
み
は
、
次

の
通
り
だ
（
松
原
市
作
成
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

松
原
２
０
２
３
」よ
り
）。

◇
子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員
会

―
「
相
談
機
関
」

の
周
知
・
子
育
て
情
報

の
発
信
（
パ
ン
フ
配
布
な

ど
）／
危
険
予
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
、
ほ
か
。

◇
高
齢
者
の
安
全
対
策

委
員
会

―
転
倒
予
防

を
目
的
と
す
る
「
元
希

者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
の

普
及
／
虐
待
防
止
の
見

守
り
活
動
・
も
し
も

キ
ッ
ト
（
見
守
り
活
動

の
た
め
の
ツ
ー
ル
）
な

ど
の
活
用
、
ほ
か
。

◇
交
通
安
全
対
策
委
員
会

―
交
通
安
全
教
室
実

施
／
危
険
箇
所
対
策
（
中
学
校
区
ご
と
に
マ
ッ
プ
作

製
）／
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
啓
発
、
ほ
か
。

◇
犯
罪
の
防
止
対
策
委
員
会

―
一
戸
一
灯
運
動

の
推
進
（
夜
間
の
環
境
改
善
）
／
自
転
車
盗
対
策
／

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
啓
発
、

ほ
か
。

◇
自
殺
予
防
対
策
委
員
会

―
「
こ
こ
ろ
の
健
康
促

進
講
座
」
開
催
／
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
開
催

／
相
談
機
関
の
周
知
徹
底
、
ほ
か
。

◇
災
害
時
の
安
全
対
策
委
員
会

―
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
／
地
域
見
守
り

活
動
の
実
施
／
水
害
対
策
の
普
及
、
ほ
か
。

第51代平城天皇（平安時代）の第一皇子・阿保親王を祭る阿保神社に伝承
される「阿保太鼓」

古代から多くの人が暮らしてきた松原の地には、由緒ある寺社が数多く
立地している（旧布忍村の村社だった布忍神社境内）

17 市政 SEPTEMBER 2024



セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
と 

市
制
70
周
年
お
よ
び
大
阪
・
関
西
万
博

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
連
す
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー

ル（
以
下
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）の
国
際
認
証
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
際
認
証
は
、「
ハ
イ
リ
ス
ク
の
弱
者
グ

ル
ー
プ
も
含
め
た
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
安
全
な
学
校
づ
く
り
の
仕
組
み
が
確
立
さ

れ
る
と
と
も
に
、
実
際
に
機
能
し
て
い
る
」
と
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
、
取
得
で
き
な
い
。

　
「
平
成
29（
２
０
１
７
）年
１
月
か
ら
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

推
奨
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
認
証
に
向
け
た
準
備
（
事
前
指

導
）
を
、
ま
ず
は
松
原
第
三
中
学
校
区
内
の
小
中
学

校
（
小
学
校
２
校
・
中
学
校
１
校
）
で
開
始
し
、
平

成
30
年
１
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
際
認
証
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

　

続
け
て
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
１
月
に
は
松

原
第
四
中
学
校
区
（
小
学
校
２
校
・
中
学
校
１
校
）

と
、
松
原
第
七
中
学
校
区
（
小
学
校
２
校
・
中
学
校

１
校
）
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
際
認
証
を
取
得
。
令
和
４
年
１

月
に
は
、
松
原
中
学
校
区
（
小
学
校
３
校
・
中
学
校

１
校
）、
松
原
第
二
中
学
校
区
（
小
学
校
２
校
・
中

学
校
１
校
）、
松
原
第
五
中
学
校
区（
小
学
校
２
校
・

中
学
校
１
校
）、
松
原
第
六
中
学
校
区
（
小
学
校
２

校
・
中
学
校
１
校
）
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
際
認
証

を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
松
原
市
の
全
７
中
学
校
区
（
全
小
中

学
校
）
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
際
認
証
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
世
界

初
の
事
例
だ
そ
う
で
す
」

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
際
認
証
は
３

年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ

れ
る
が
、
松
原
市
で
は
そ

れ
も
ク
リ
ア
し
続
け
て
い

る
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
両
面
で

こ
れ
だ
け
緻
密
に
、
か
つ

エ
ビ
デ
ン
ス
を
伴
っ
た
安

心
・
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
、
す
な
わ
ち
内
発

的
な「
ま
ち
そ
だ
て
」が
持

続
し
て
い
る
事
例
は
、
非

常
に
ま
れ
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
松
原
市
で
す
が
、
正
直

な
話
、
私
が
子
ど
も
の
頃
の
松
原
市
に
は
『
柄
が
悪

い
ま
ち
』と
い
う
評
判
が
あ
り
ま
し
た（
笑
）。
大
阪

府
自
体
の
犯
罪
発
生
率
が
全
国
有
数
で
あ
り
、
真
っ

た
だ
中
に
位
置
す
る
松
原
市
も
そ
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
わ
け
で
す
が
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お

よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
国
際
認
証
に
よ
る
『
ま
ち
そ
だ
て
』

の
効
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
示
す
よ
う
に
、

非
常
に
大
き
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」

　

加
え
て
、
澤
井
市
長
が
就
任
し
た
平
成
22
年
度

か
ら
本
年
度
ま
で
、
松
原
市
で
は
４
月
時
点
で
の

『
待
機
児
童
ゼ
ロ
』
の
記
録
を
維
持
し
て
い
る
。
通

年
で
の
『
待
機
児
童
ゼ
ロ
』
も
、
平
成
30
年
度
か
ら

本
年
度
ま
で
維
持
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事

実
は
、
大
都
市
圏
の
ま
ち
と
し
て
は
、
自
慢
で
き

る
実
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ッ
ト
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
松
原
市
の

マ
ッ
プ
に
は
、
中
心
市
街
地
を
軸
に
「
９
カ
所
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ

て
い
る
。

　
「
松
原
市
は
４
㎞
四
方
と
市
域
が
狭
く
、
市
域
の

ど
こ
か
ら
で
も
中
心
市
街
地
に
は
自
転
車
で
15
分
、

20
分
以
内
に
到
着
し
て
し
ま
う
感
覚
な
ん
で
す
ね
。

70
歳
代
の
市
民
に
も
80
歳
代
の
市
民
に
も
、
自
転

車
の
愛
好
者
が
実
に
多
い
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
赤

ち
ゃ
ん
や
乳
幼
児
を
自
転
車
に
乗
せ
た
お
母
さ
ん

方
も
、
９
カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
こ

う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
到
着
で
き
る
。

新たな発信事業「スケボーのまち・まつばら」のメイン施設の一つ「おくさま印スケ
ボーパーク（愛称）」の開所式（左から3番目が澤井市長）
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松原市　市 政 ル ポ

（大阪府）

　

松
原
市
で
は
さ
ら
に
、
本
年
１
月
診
療
分
か
ら
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
、『
15
歳
の
年
度
末
ま
で
』

か
ら『
18
歳
の
年
度
末
ま
で
』に
拡
充
し
ま
し
た
」

　

近
鉄
南
大
阪
線
・
河
内
松
原
駅
な
ど
の
４
駅
が

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
内
に
立
地
し
、
市
域
北
部
に
は

阪
神
高
速
道
路
、
東
部
に
は
近
畿
自
動
車
道
お
よ

び
阪
和
自
動
車
道
、
西
名
阪
自
動
車
道
が
通
っ
て

い
る
。
松
原
市
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の
拡
充
は
、

結
果
的
に
松
原
市
を
「
関
西
を
代
表
す
る
物
流
拠

点
」
に
も
し
て
お
り
、
買
い
物
に
便
利
な
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
近
年
の
充
実
ぶ
り
は
、

尋
常
で
な
い
。
そ
れ
ら
は
雇
用
の
場
の
拡
充
を
も

意
味
し
て
い
る
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
果
と
し
て
の
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
こ
う
し
た
ト
ー

タ
ル
な
暮
ら
し
や
す
さ
こ
そ
、
松
原
市
が
２
年
続

け
て
子
育
て
世
代
を
中
心
に
転
入
過
多
を
記
録
し

て
い
る
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
大
阪
・
関
西
万
博
は
来
年
４
月
13
日
か
ら
10
月

13
日
ま
で
開
催
で
す
。
直
前
の
２
月
１
日
に
、
松

原
市
は
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
た
め
、

令
和
７
年
は
松
原
市
の
記
念
イ
ヤ
ー
で
あ
る
と
同

時
に
、
万
博
開
催
で
予
測
さ
れ
る
、
交
流
人
口
の

劇
的
な
拡
大
を
契
機
と
す
る
《
飛
躍
》
を
図
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。

　

準
備
段
階
で
は
想
定
外
の
事
態
が
発
生
す
る
な

ど
、
波
乱
含
み
の
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
る

こ
と
必
至
の
国

家
的
イ
ベ
ン
ト

で
す
。『
万
博
首

長
連
合
』
会
長

と
し
て
は
そ
の

波
及
効
果
が
、

日
本
全
国
を
覆

い
尽
く
す
こ
と

を
心
か
ら
願
い

ま
す
。

　

同
時
に
万
博

会
場
の
膝
元
に

位
置
し
、
市
制

71
年
目
の
第
一

歩
を
万
博
開
催

の
年
に
刻
む
松

原
市
の
首
長
と

し
て
は
、
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
軸
に
、
現
状
に
浮
か
れ
る

こ
と
な
く
、
足
元
を
さ
ら
に
固
め
、
近
未
来
の
飛
躍

へ
の
準
備
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
都
市
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
に
ご
来
場
の
際
は
、
ぜ
ひ
と
も
松
原
市
に
も
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

　

松
原
市
の
内
発
的
な
市
民
協
働
に
よ
る
、
安
心
・

安
全
な「
ま
ち
そ
だ
て
」は
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
、

本
番
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
５
月
24
日
）

「万博首長連合」第3回総会（令和5年6月）で新会長に
選任された澤井市長（右端）

中心市街地を軸に9カ所ある松原市の「子育て支援センター」。周辺の都市からの利
用者も多い（まつばらテラス内「キラキラひろば」）

イオンタウン松原、ハンズマン、セブンパーク天美など、松原市には近年大型ショッ
ピングセンターの進出が相次ぎ「雇用の場創出」にも貢献

市制70周年プロモーション動画・撮影中の一コマ
（市内に立地する府立生野高校の生徒たち）
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